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▲堂々の行進でスタ
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七
月
二
十
七
日
、
「
未
知
へ
の
挑

日
戦
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
第
［
回
シ
ニ

ト
ヘ
　
た
ち
奮
激
励
－
れ
－
し
発
代
表
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友
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リ
ー
ナ
に
集
合
、
最
後
の
夜
空
に
花

　
　
　
　
火
が
打
ち
あ
げ
ら
れ
る
と
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大
き
な

　
　
　
　
観
声
が
蔵
王
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峰
に
こ
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ま
し
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菅
生

　
今
回
の
調
査
は
、
東
北
自
動
車
道

白
石
バ
イ
パ
ス
、
自
石
川
に
囲
ま
れ

た
未
調
査
地
域
を
埋
立
て
、
資
材
置

薪嗣

剛
細
本
線
劉
葛
劉
ハ
劇
製
鐸
当
阻
鰭
鷲
難
締

第
二
十
号
住
居
跡

駅
の
北
西
一
．
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

一
位
置
し
、
自
石
川
に
よ
っ
て
形
成
さ

｝
れ
た
標
高
五
〇
～
六
〇
メ
ー
ト
ル
の

北
岸
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
遺
跡
は
、
東
北
自
動
車
道
建

ハ設
に
伴
う
昭
和
四
十
三
年
の
試
掘
調

「

年
の
白
石
バ
イ
パ
ス
建
設
に
よ
る
発

掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
縄
文
時
代
中

期
末
か
ら
後
期
初
頭
に
か
け
て
の
複

式
炉
を
も
つ
敷
石
住
居
な
ど
十
七
軒

等
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

襯
し
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鐸
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・
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果
、
当
地
に
は
遺
構
の
存
在
が
明
ら

か
で
あ
り
、
周
辺
遺
構
と
の
関
連
及

び
遺
跡
の
範
囲
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
結
論
に
よ
り
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　
今
回
の
調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代

の
竪
穴
住
居
跡
四
軒
、
小
竪
穴
遺
構

一
基
が
検
出
さ
れ
、
多
量
の
縄
文
土

器
や
石
器
等
が
出
土
し
ま
し
た
。

第
一
号
住
居
跡

　
昭
和
四
十
三
年
の
予
備
調
査
に
よ

り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
平
面
形
は

不
明
で
あ
る
が
、
複
式
炉
と
埋
設
土

器
及
び
敷
石
状
石
組
の
遺
構
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。

▲縄文式土器1号住居跡埋がめ

　
北
壁
の
一
部
が
検
出
さ
れ
た
だ
け

な
の
で
、
明
確
で
は
な
い
が
、
直
径

約
四
メ
ー
ト
ル
の
円
形
で
、
複
式
炉

を
も
ち
、
縄
文
時
代
中
期
末
葉
の
住

居
跡
で
あ
る
。
複
式
炉
は
、
長
軸
が

約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
短
軸
が
約
一

メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
、
土
器
埋
設

石
囲
部
、
敷
石
石
組
部
及
び
石
組
部

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
埋
設

土
器
の
周
囲
の
敷
石
は
熱
に
よ
っ
て

赤
く
変
色
し
て
い
ま
す
。

土
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敷
石
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部
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組
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▲遺物出土状況

遺
物
包
含
層

　▲発掘調査風景

　
遺
物
包
含
層
と
は
、
当
時
の
人
々

が
使
用
し
た
道
具
や
食
べ
か
す
等
を

捨
て
た
場
所
で
、
長
い
年
月
の
間
に

層
を
な
し
た
も
の
で
す
。
1
8
号
住

居
跡
付
近
か
ら
南
側
に
広
い
範
囲
で

分
布
し
て
い
る
が
、
層
の
厚
さ
は
、

厚
い
部
分
で
も
二
十
セ
ン
チ
程
度
で

す
、
層
中
よ
り
、
縄
文
時
代
中
期

末
葉
か
ら
後
期
初
頭
に
か
け
て
の
遺

物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
発
掘
調
査
を
さ
れ
た
株
式

会
社
平
間
組
、
調
査
を
補
助
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
福
岡
中
学
校
有
志
及

び
関
係
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　
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白
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市
教
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委
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会
）
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〈国保シリーズ

④

国保の手続きが

　おくれると

　　　　　置～　　　　～　　　～　　～　～』冒、

地
震
多
発
国
ニ
ッ
ポ
ン

　
　
　
　
　
災
害
に
備
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
九
月
一
日
」
は
防
災
の
日

世
界
の
地
震
の
約
一
割
が
、
日
本

r
入
の
届
出
が
お
く
れ
た
場
合

｝
　
　
国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
～
年
の
関
東
大
震
災
以
来
、
現
在
ま
で
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い
の
に
、
届
出
が
お
く
れ
る
と
保
険
～
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
以
上
を
観
測
し

慨
を
さ
璃
ぼ
『
爆
ま
た
地
震
章
六
回
も
発
生
－
て
い

～
　
ま
た
　
保
険
証
が
な
し
と
　
そ
の
～
ま
す
。

需
の
医
療
窪
全
額
皇
負
担
と
蕊
地
震
緯
り
ず
、
台
属
豪
雨
な

蒙
す
．
特
に
職
場
の
健
康
保
険
美
ど
の
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

，
馬
や
め
た
と
き
は
、
「
退
職
証
明
書
」
を
～
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
防
災
に

マ
っ
て
き
て
す
ぐ
国
保
に
入
ら
義
対
す
歪
し
い
知
識
と
心
構
え
痔

～
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
～
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に

落
め
る
奮
が
お
く
れ
た
場
△
よ
は
、
日
ご
ろ
書
家
族
全
員
で
会
議

～
　
国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
の
に
～
を
開
い
て
、
災
害
が
い
つ
起
き
て
も

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

～
届
出
が
お
く
れ
る
と
、
保
険
証
に
名
～
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
よ

～
前
が
の
っ
て
い
る
た
め
、
う
っ
か
り
～
く
話
し
合
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

、
そ
れ
を
使
っ
て
医
師
に
み
て
も
ら
う
～
■
家
族
会
議
で
話
し
合
う
内
容
■

～
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
国
保
の
～
　
ふ
だ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
点
に
つ

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

～
資
格
は
な
い
の
で
市
で
負
担
し
た
医
～
い
て
話
し
合
い
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

皿
甕
つ
ま
り
か
か
っ
た
費
用
の
蕊
う
．

～
割
分
は
あ
と
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
～
▼
火
の
始
末
を
す
る
人
、
お
年
寄
り

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

、
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
～
や
子
供
を
連
れ
て
逃
げ
る
人
、
非
常

～
　
し
か
も
届
出
を
し
な
い
た
め
に
保
～
用
の
持
ち
物
を
持
つ
人
な
ど
の
役
割

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

～
険
税
も
そ
の
ま
ま
か
か
っ
て
し
ま
う
～
分
担
を
決
め
る
　
▼
地
区
に
よ
っ
て

ぞ
に
な
り
ま
す
．
手
続
き
は
す
蕊
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
場
所
と
避
難

～
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
～
経
路
を
確
認
し
て
お
く
　
▼
通
学
・

r
【
～
’
～
～
’
　
　

。
’
、
’
ー
」
，
～
～
～
し

～
列
島
と
そ
の
周
辺
で
起
き
て
い
る
と

、～
い
う
事
実
を
、
あ
な
た
は
ご
存
じ
で

～～
す
か
。
九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
1
。

～
　
言
う
ま
で
も
な
く
、
わ
が
国
は
世

～、
界
有
数
の
地
震
多
発
国
。
大
正
十
二

通
勤
路
、
地
下
街
、
自
動
車
の
中
な

ど
外
出
先
で
地
震
に
遭
っ
た
と
き
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
対
処
し
だ
ら

い
い
か
を
話
し
合
う
　
▼
家
族
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法

を
決
め
る

■
非
常
用
品
の
確
認
圏

　
災
害
避
難
時
の
生
活
に
備
え
て
、

次
の
よ
う
な
“
非
常
用
品
”
を
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
詰
め
て
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
懐
中
電
灯
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
マ
ッ
チ
、

ラ
イ
タ
ー
、
固
型
燃
料
　
▽
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
電
池
　
▽
飲
料

水
（
水
筒
に
詰
め
る
）
　
▽
食
料
品

（
乾
パ
ン
、
缶
詰
、
食
塩
）
、
缶
切
り

▽
下
着
類
、
手
ぬ
ぐ
い
、
ビ
ニ
ー
ル

ふ
ろ
し
き
、
寝
袋
　
▽
救
急
医
薬
品

（
傷
薬
、
包
帯
な
ど
）
　
▽
ミ
ル
ク
、

お
し
め
（
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
）

　
こ
の
ほ
か
に
必
要
は
も
の
は
な
い

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
話
し
合

っ
て
く
だ
さ
い
。
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運
壇
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防災纏1

　　　ぞい　　に　えてください

おしいちゃん、おばあちゃんの

“知恵と経験”韓
難

P
，
　
↑
・
読
瓦

》
誉

F
．
、

正しく理解

　　正しく利用

憩母

9月9日は「救急の日」

この日を含お1週間は「救急医療週間」です

諏
一
鯛
，

藍1
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蓄節，轍紳騨皐

箋監、☆曝魂議
・碕ノ．

、ザ

　　　　　　遡

▲古チューブて川下りレース／8月5日1

　　　　　　　　　　　　　　カ

（麺目のラメ

▲夜空を彩る花火（8月15日〉

7

晦鱒・・醸該バ紳』三”ど

　　　　　　　　　　▲8月5日白石川に集一．，た市民

D．φ藁

恥』

　
　
　
　
、

夕4
・

▲白石音頭パレード〔8月14日／

ぴや　　　　　　　ヤ

・張，頑

　
　
　
妻
“

　　　　　　毒　葛

▲ニジマスの手づかみは！（8月5日）

　以
　！

　　　　　▲札幌白石区のミス白石（8月14日1

●
検
診
票
に
住
所
・
氏
名
な
ど
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

病気を未然に防ぐ

　市では、市民の健康保持を図る

ため、次により総合検診を実施い

たしますので受診されますようお

知らせいたします．

結核検調
〉配布した結核健康診断通知書

　（受診票）を必ず持参してください。

〉肌着はボタン・ホッケ等のつい

　てないものを著用してください。

〉次の方は検診を受ける必要はあ

　りませんので受診票の番号を○

　でかこみ衛生課または検診会場

　の受付へ返してください。

①胸部疾患で現在治療を受けて

　いる方。②高校以上の学生。③

　事業所で受けた方、受ける予定

　の方。④最近胸部レ）トゲン検

衛生課僧5－2111（内線136）

査をうけたことがある方。⑤妊

娠中の方。⑥入院中の方または

寝たきりの方（疾検査可能な方

　は容器をお渡しいたしますから

　検診会場でお申出ください。）

レ胸部レントゲン撮影は、結核だ

　けでなく肺がんやその他多くの

　胸部疾患の早期発見に大きな役

　害ijりを果しています。

〉ご家族の中で受診票が届・・てい

　ない方がありましたら衛生課

　（内線136）へご連絡ください。

ください）を記人し、持参して

ください。

　なお、現在循環器疾病等で治

療中の方は、受診する必要はあ

りませんが、胸部レントゲン検

査を受けていない方は結核検診

を受けてください。

湶 検 査

一般健康診査
＞40歳以上（事業所等に勤めてい

　る方は除く）の方を対象に実施

　しますので、配布した健康診査

　受検票に必要事項（必ず書いて

〉一般健康診査を受ける方は尿検

査をしますので、配布した容器

　に当日食後検診会場に来る前に

取った尿を持参してください。

貧　血　検　査
〉18歳以上39歳までの女性で、希

望者の方は当日受付に申し出て

　ください。検査料440円は自己

　負担となります。

区分

再日

8，窃

8

8．8

8，10

8．n

　
3

☆
駐

9．，4

9

9，7

9．8

☆
駄

51，11

躍

月

火

承

実施場所

不忘研修センケー

長　峰　分　校

三　倥　分　校

蔵王集会所
消防団鎌先詰所

へ宮生盾七》ケー

館民公笈
口深｝金

土

月

火

水

金

土

月

火

滝　下　会　館

福岡公民館

下戸沢公会堂

原公民館

明戸集会所
小ラ、保平集会所

上戸沢集会所

越河公民館

し　1可　公　民　貴官

斎川公民館

大平公民館

実施時闘

10　：00～11　：30

03ウ
U～

0
『01

LO：00～ll　：30

1　：01）～　2　：30

9：30～11：30

1：01）～3：00

9　：30～11　：30

1：00～3：00

9　：00～11　：30

00つ
」～

oo1

9：00～11：3〔）

～
oo

9：30～11：i）0

1：α）～3：00

0011卜肌｝』t
㌧

1：00～1：30

0～

9：30～11　：30

1；00－3二〇1）

9：30～11：30

～0

1：00～3：00

9：0Q～11：30

1：01）～3：01）

実　施　区　名

不忘

lI『原子

三住

蔵王

鎌先、弥治郎

八宮、大網、芹沢

西区上、西区下、東区

南区、北区

滝下

尾へら・滝上

中

上原、下原、山恨、山ノ下

下戸沢、赤井畑、

冷清水、大熊

塩斡、猿鼻、東、

中北、新町

湯元、明戸、赤坂

小久保平

上戸沢

1、 4区

5、6、10区

7、8、9区

1、　　、4の1、8区

4の2、5、6、

7の1、7の2区

1、　　7、8区

4の

、
区

り

分
＼

区
＼
日

＼
月

9．12

9．M

☆
軌

9．20

9．21

曜

承

金

月

木

金

　
±

　
盤

☆
乳

　
器

’
☆
駄

9．26

9．29

火

一水

土

月
☆
瓢

lo、2 火

実施場所

臼川公民館

犬卒都婆公会堂

大庭沢第四集会所

大鷹2尺公民負官

小下會集会所

自石市健康センケー

中央公民館

自石市健康センター

中央公民館

鷹巣地区コミュ

　ニテ∫センター

中兵公民館

臼石市健康七、ダー

白石市健康セ．ドアー

案施時問

～
30

1＝00～3：00

9130～11：30

～
30

9：00～11　：30

1：01）～3：00

～

00つ
」～

oo1
9　：00～11　：3【）

1：00～3：00

09
J

n～
oo9

1；00～3：00

9：0G～11：30

nOつ
」～

oo1

9：00～11：30

1：00～3：〔）0

9：00～11　：30

1：00～3：00

9　：00－11　：30

1：0｛）～3：0り

5：01〕～　　：“〔〕

9：00～11：3り

、

5：00～7：り0

実　施　区　名

4、5区

1、3区

臼川6、7区、大膳一尺12

大鷹沢凄、5、6区

1、 7区

呂、9、10、11区

小下倉

西益岡、亘理町

巣鷹

柳町〔1～12班｝、中町

ケ一
E

一
二

郷本

郡山

柳町（13～31班）

巣鷹

本郷一、本郷二

上郡山

本町、長町、1削く小路

田町

都含で受診できなかっ

た方

南町、本郷四、寿町

中益岡、東益岡、新町

都台〔、受診1、さなかつ

た方

☆印の日は、同時に献血も行います。ご協力ください。

●
受
検
票
を
持
参
す
る
と
、
ど
こ
の
会
場
で
も
受
検
で
き
ま
す
。

市健康センターで受診される方で、車でおいでのさいは市役所前の駐車場をご利用ください。
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ご
存
知
で
す
か
？
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
納
　
　
豆
目

【
材
料
U
　
　
（
四
人
分
）
　
　
　
　
　
　
糸
ひ
き
納
豆
と
塩
納
豆
に
大
別
さ

　
納
豆
一
包
（
㎜
9
）
、
青
し
そ
の
葉
　
れ
ま
す
が
普
通
納
豆
と
い
わ
れ
る
の

二
十
枚
、
玉
ね
ぎ
中
壱
ヶ
、
ピ
ー
マ
　
は
、
糸
ひ
き
納
豆
で
す
。
や
わ
ら
か

ン
一
個
、
生
姜
一
か
け
、
赤
と
う
が
　
く
煮
た
大
豆
に
納
豆
菌
を
つ
け
て
暖

ら
し
一
本
、
白
い
り
ご
ま
大
サ
ジ
一
　
か
い
湿
っ
た
場
所
に
一
日
お
く
と
菌

杯
、
か
つ
お
節
大
サ
ジ
一
杯
、
砂
糖
　
が
増
殖
し
、
大
豆
た
ん
臼
の
一
部
が

小
サ
ジ
一
杯
、
サ
ラ
ダ
油
大
サ
ジ
ニ
　
消
化
吸
収
さ
れ
や
す
い
形
に
分
解
さ

杯
、
小
麦
粉
大
サ
ジ
三
杯
。
　
　
　
　
れ
独
特
の
香
り
と
粘
り
が
で
て
き
ま

【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

①
納
豆
は
荒
く
き
ざ
む
（
ひ
き
わ
り
　
　
成
分
上
は
、
た
ん
白
質
1
6
％
、
脂

　
納
豆
で
も
良
い
）
、
玉
ね
ぎ
、
ピ
i
　
肪
1
0
％
、
ビ
タ
ミ
ン
脇
、
は
、
大
豆
の

　
マ
ン
、
生
姜
は
み
じ
ん
切
り
す
る
。
　
約
五
倍
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
赤
と
う
が
ら
し
は
種
を
取
り
み
じ
　
　
ま
た
、
大
豆
で
は
、
7
0
％
程
度
だ

　
ん
切
り
す
る
。
白
ご
ま
は
切
り
ご
　
っ
た
、
た
ん
白
質
の
消
化
吸
収
率
が

　
ま
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
納
豆
で
は
8
0
％
以
上
と
な
っ
て
い
ま

②
納
豆
に
分
量
の
み
そ
と
砂
糖
を
入
　
す
。
さ
ら
に
、
た
ん
自
質
分
解
酵
素

納
豆
入
り
し
そ
な
ん
ば
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
良
く
あ
え
、
そ
の
中
に
玉
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
、
生
姜
、
か
つ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
、
と
う
が
ら
し
、
自
ご
ま
を
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
良
く
ま
ぜ
合
わ
せ
、
小
麦
粉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
　
最
後
に
入
れ
、
し
そ
の
葉
で
包
む
。

　　　加工食品の品質を保証するJ　ASマーク。7月から

「麺つゆ」もJ　ASの仲間入りをしました。このマーク

のついた食品は安心してお買い求めになれます。

や
各
種
の
消
化
酵
素
も
含
み
、
腸
内

の
有
害
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
作
用
が

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
冷
や
っ
こ
に
、
天
ぷ
ら
に
、
み
そ

汁
に
、
い
た
め
ご
は
ん
に
い
ろ
い
ろ

工
夫
を
し
て
年
中
食
べ
た
い
も
の
で

す
。
買
う
時
は
、
新
し
い
も
の
を
選

ぶ
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

㊥

が

霧

㊥

鳴

消費生活モニター調査結果 調査日：昭和59年8月1日　臼石市

品　　名

1．砂 糖

2、しょう漉
3．サラダ油
4，小　変　粉

5．食　パ ン

6．マーガリン

7．牛 乳

タノ8
9。　ティ・／シェペーパー

10．　ラ　　　ッ　　　ブ

11．　プロノマンガ魅ス

12．カレーライス

玉3．理　髪料
1生　パーマネント料

15，灯 由

16．　レギュラーガソリン

17．軽 油

18，A　重　油

銘柄　規格

上自糖 1kg

本醸造ヒ級濃口　　1、8’
　　　1びん代込み）

ポリ容器入り　　1kg

薄力粉 1kg

並 食　　1斤
ソフトカルトン入り225g

紙容器入り　1，000αα

カルトン入り　22駒

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10m‘

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカ．F
卜1乏び七ノト含む1
（r苫豆貫｛面　　　　　　　1821

　　＝、入み　　　 18ε〕

1　召　現　金
1　2　現　金
1　召　現　金

最高埴
288円
550

745

240

170

258

280

480

158

245

5，150

450

1，600

6，000

．18（｝

。450
148

105

82

最低値
248円
418

458

205

140

163

198

377

118

118

4，800

370

1，300

4，500

．390
1743〔）

142

100

75

平均値
272円
456

539

220

153

203

238

398

145

195

5，036

431

1，485

5，212

1甲418
17446

146

101

79

前月平均1醗各

272円

455

527

220

153

200

236

398

149

185

4，994

426

1，485

5，212

，431
．460
144

102

79

対前羅価格比

　　％
0．2

2．3

1．5

1．0

△2。7

5．4

0．8

ウ
］

△　　．o

△　　．o

1．4

△1．0

備 考

上昇品目：しょう油、

サラダ油、マーガリン、

牛乳、ラツブ、プロパ

ンガス、カレーライス、

レギュラーガソリン

下降品目：テイッシュ

ペーパー、灯油、軽油

横ばい品目：砂糖、小

麦粉、食パン、バター、

理髪料、パーマネント

料、重油

9

孟O

　　　　　オ

＼敵▲量
北海道から少年の船

　　　　　　　　　　　　O一白石中学校
　8月8日、「北海道少年の船」（紅林晃団長）の一行約

500人が白石市を訪れました。当市を訪問先に選んだ

理由は、北海道開拓に白石から渡った人が多数おり、

歴史的なゆかりが深いためです。白石中学校で歓迎を

受けた一行は、同中学校で交流した後、体育館で、こ

けしの絵付けに挑戦していました。一行は、う一めん

工場やこけしの里弥治郎地区を見学し、研修の旅の一

日を楽しんだり「思い出をつくり」8日の夕方、仙台

1巷力・らり帝途しました。

一泊の夏季合宿

ドー

　　　　　　　　　　（⊃一白石第一児童館

　8月3日～4日、自石第一児童館で子どもたち40名
とジュニアリーダー24名、関係者合わせて90名が参加

した一泊による夏季合宿が開催されました。合宿では、

野外飲飯で夕食をつくり、メニューのカレーライスに

舌つづみをうち、夜は、友情の輪を囲んだキャンプフ

ァイヤーが行われ、ジュニアリーダーによるゲーム大

会なども繰り広げられ、大きなかがり火の中で子ども

たちは、大にぎわい。翌日は、夏季合宿の認定書が子

どもたちに配られると思わずにっこりしていましたQ

瀞
．

マ1

わだい

毒．

町内からごみ一掃を

　　　　　　　　　　　　　（＿）一田町地区

　去る7月29日、夏休みを利用し、町内からごみを一

掃しようと白中田町地区P　T　Aと生徒、田町自治会、

同老人グラブ約120名が朝6時から町内の主要道路わ

きや側溝などの清掃に約1時間半に亘F）汗を流しまし

た。清掃では、ビニールのゴミやあき缶をひろい集め

ました。田町行政区長の平間勝郎さんは、同地区にあ

るこけし塔附近が特に道路沿いなのであき缶が多く捨

ててありましたと述べ、少しでも地区内からゴミを一

掃するため力をそそぎたいと抱負を話してくれました。

r郷　 ＿『『、嘱P㌦

　霜　l　 塁

　　　　！

噸【

い
伊

嬬－』
薗

わんぱく列車こけし号

　　　　　　　　　○一小学生鳴子の旅へ

去る7月30日～8月1日の3日間、白石市制施行30
周年を記念した「わんぱく列車こけし号」が運行され

ました。同列車の旅は、自石駅から出発し、鳴子町ま

でひた走りしました。30日午前7時白石駅に集った小

学生の第1陣230人は、わんぱくの旅の記念品やワッペ

ンを受け取った後列車の旅へ、車内では、婦人ボラン

ティアやガールスカウトによる歌やゲーム、人形劇を

楽しみ、鳴子町に降りた子供達は、鬼首でゴンドラに

乗ったり、日本こけし館などを見学し、楽しい1日を

過ごしていました。

8



コ

　
後
の
決
勝
戦
で
勝
利
を
収
め
見
事
優

勝
。
全
国
学
童
少
年
野
球
軟
式
大
会

県
大
会
で
準
優
勝
。
七
月
に
は
、
宮
城

．
県
少
年
野
球
大
会
白
石
地
区
予
選
で

優
勝
、
同
県
大
会
で
は
、
一
回
戦
敗

　
退
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
期
の
成
績

　
は
二
十
八
試
合
中
二
十
二
勝
六
敗
と

　
な
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
藤
監
督
は
、
同
チ
ー
ム
の
前
コ

ー
チ
の
経
験
を
生
か
し
、
「
選
手
の
練

習
の
積
み
重
ね
を
大
事
に
し
な
が
ら

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
充
実
を
強
調
」
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
で
試
合
が

　
｝
つ
、
一
つ
勝
ち
進
む
よ
う
コ
マ
を

動
か
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
「
チ

ー
ム
と
い
う
団
体
生
活
の
中
で
、
得

た
も
の
、
経
験
し
た
も
の
を
一
人
、

　
一
人
自
覚
し
、
少
し
で
も
レ
ベ
ル
が

向
上
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
」

と
語
り
「
特
に
ス
ポ
ー
ッ
と
い
う
楽

し
さ
を
忘
れ
ず
全
員
で
総
合
力
を
結

集
し
、
明
る
い
チ
ー
ム
づ
く
り
、
暑

さ
に
負
け
な
い
た
く
ま
し
い
豆
選
手

を
育
て
た
い
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　
最
後
に
、
遠
藤
監
督
は
、
「
市
内
か

ら
多
く
の
少
年
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、

数
多
く
試
合
を
こ
な
し
地
域
に
根
ざ

し
た
交
流
を
深
め
ら
れ
た
ら
最
高
で

す
が
」
と
に
っ
こ
り
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

一

宙

厨

薗

易

美
滝
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
を

　
　
　
　
率
い
る
監
督
遠
藤
金
七
さ
ん

　
臼
石
市
少
年
野
球
チ
ー
ム

㎝
と
し
て
O
美
滝
少
年
野
球
タ

ラ
ブ
ほ
か
○
白
石
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
○
越
河
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
○
大
平
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
○
利
津
保
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
（
七
ケ
宿
町
）
の
五
つ
の

チ
ー
ム
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
三
月
か
ら
美
滝
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
の
監
督
に
就
任
し
、
子
ど
も
達

三
十
七
名
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
休
日
を
返
上
し
、
日
夜
、
佐
藤
稔

同
チ
ー
ム
部
長
や
コ
ー
チ
古
山
安
紘

さ
ん
と
井
手
利
昭
さ
ん
ら
と
共
に
少

　
　
　
　
　
　
　
年
野
球
の
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ツ
を
通
じ
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
　
汗
を
流
し
地
域
づ

　
　
　
　
　
　
　
く
り
に
貢
献
し
て

　
　
　
　
　
　
　
い
る
監
督
遠
藤
金

　
　
　
　
　
　
　
七
さ
ん
（
三
十
九

　
　
　
　
　
　
　
歳
）
▽
福
岡
蔵
本

　
　
　
　
　
　
　
字
下
舘
阿
。

　
　
　
　
　
　
　
　
美
滝
同
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
は
、
白
石
市
少
年

　
　
　
　
　
　
　
野
球
春
季
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　
二
年
連
続
優
勝
を

　
　
　
　
　
　
　
果
た
す
な
ど
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
五
月
に
行

　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
た
仙
南
地
区

　
　
　
　
　
　
　
少
年
野
球
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　
は
、
十
六
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
が
参
加
し
、
二
日

　
　
　
　
　
　
　
間
に
わ
た
っ
た
最

　
沙
漠
の
オ
ア
シ
ス
で
は
な
い
が
、

水
が
な
け
れ
ば
人
は
生
き
て
ゆ
け

な
い
。
こ
ん
こ
ん
と
地
土
に
通
冨
⇒

　
　
　
し
み
ず

あ
が
る
清
水
（
泉
）
は
、
集
落
を

作
ら
せ
耕
地
を
開
か
せ
る
、
、
だ
か

ら
清
水
と
い
う
地
名
は
全
国
ど
こ

に
も
あ
る
。
臼
石
に
も
清
水
と
い

う
名
の
小
字
が
多
い
。
ま
ず
町
内

に
清
水
小
路
が
あ
る
。
昔
は
沢
端

川
で
南
と
北
に
分
か
れ
、
北
の
方

を
清
水
小
路
、
南

の
方
を
新
小
路
と

い
っ
た
が
、
現
在

は
専
念
寺
角
か
ら

延
命
寺
入
口
ま
で

を
清
水
小
路
で
一

本
化
し
た
。
清
水

が
湧
い
て
い
た
た

め
つ
い
た
町
名
で

あ
る
。
寿
山
催
宅

団
地
入
口
に
か
か

る
鷹
巣
橋
の
左
側

た
も
と
に
冷
た
い

泉
が
あ
り
、

清
水
と
呼
ん
だ
、
、

地名アレコレ

　　⑪

　
　
　
　
　
そ
の
附
近
一
帯
を
柳

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
泉
は
藩
政

時
は
育
名
な
俳
人
松
窓
乙
二
の
父

の
麦
薙
の
旬
に
「
寿
を
の
べ
る
柳

の
清
水
か
な
」
と
い
う
の
が
あ
る
．

こ
の
清
水
も
昭
和
十
八
年
こ
ろ
斎

が
川
改
修
工
事
で
埋
ま
っ
て
し
ま

っ
た
の
は
惜
し
い
。
清
水
と
い
う

名
の
小
字
は
、
清
水
前
へ
森
合
・

津
田
・
犬
卒
都
婆
）
、
清
水
尻
（
斎

川
）
、
清
水
（
五
賀
・
越
河
〉
、
清
水

田
　
（
・
八
面
呂
・
祢
林
ム
ロ
）
　
な
レ
」
随
∪
へ
刀
レ
）

多
い
。
こ
の
う
ち
越
河
の
清
水
は

亀
井
清
水
と
い
う
名
が
あ
り
、
越

河
宿
場
町
の
南
端
に
あ
る
，
源
義

経
が
勇
下
り
の
と
き
家
臣
の
亀
井

六
郎
力
義
経
に
飲
ま
せ
た
と
伝
え

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
昔
の
書
物

に
書
い
て
あ
り
、
仙
台
の
殿
様
が

参
勤
の
と
き
、
越
河
で
食
事
を
と

　
　
　
　
　
　
る
際
は
二
の
水
を

　
　
　
　
　
　
お
謄
水
と
し
て
使

　
　
　
　
　
　
っ
た
ほ
ど
の
名
水

　
　
　
　
　
　
だ
っ
た
。
国
道
改

水畿
円

～
軸
’

と
子
で
味
が
違

中
目
に
｝
盃
清
水
由
と
い
う
小
字

が
あ
り
、
小
原
へ
の
峠
道
に
湧
く

清
水
は
誰
も
が
一
杯
飲
み
た
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
や
き
ヒ
ご
が
す

る
と
い
う
。
上
小
原
の
冷
清
水
は

昔
は
寒
清
水
と
書
い
た
。
こ
こ
の

湧
き
水
は
冷
た
い
こ
と
で
天
下
｝

品
の
水
だ
っ
た
と
い
う
，

　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

修
で
泉
は
澗
れ
て

今
は
な
い
．
”
斎
川

　
ニ
わ
し
み
ず

の
強
清
水
は
小
原

へ
の
山
越
え
に
あ

る
．
、
峠
の
清
水
は

　
　
　
も
ヴ
リ
け
ゆ
モ

「
親
は
諸
白
（
上

等
な
酒
）
、
子
は
清

水
」
と
い
わ
れ
、

同
じ
呑
む
水
も
親

っ
て
い
た
と
い
う
o

ノ0

イ
ド
ル

アわが家の
●
、

r
ご

　
　
【
莞

　小室あゆみちゃん（斎川）

　武夫さん、文子さんの長女

　ママからひとこと

　ミ健康でやさしく育ってネ、

揮拳鰻、

譜

∠

ξ些　．　・『一ご『欝　　．．ヴ・、ヂ1

　「えんそく」

　　　　　　　コロ　ラ

わたしの

　ウ暫曽勿
ず
樹
　
で
姶
募

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
一
一

、叛

撫』

ヂ
搾

恢

泳」

村上竜一（大平小2年

「水

　　　市

歌

魯民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
｝
人
三
首
、
　
係
へ
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
越
え
て
三
羽
の
雁
の
飛
び
ゆ
く
を
吾
れ
は
静
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
く
方
想
え
り
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
野
菜
日
ご
と
延
び
ゆ
く
そ
の
中
に
畑
を
彩
る
嬰
栗

川
股
兵
三
選

　
　
　
湯
の
宿
の
思
い
出
残
る
ク
ラ
ス
会
ア
ル
バ
ム
に
笑
む

　
　
　
友
今
は
亡
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

　
　
　
梅
雨
晴
れ
て
星
影
の
澄
む
夜
空
あ
り
土
手
の
野
ば
ら

　
　
　
の
香
の
匂
い
来
る
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
熟
れ
初
め
し
梅
は
葉
蔭
に
見
え
か
く
れ
雨
に
ぬ
れ
つ

　
　
　
つ
日
毎
色
づ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

　
　
　
は
ら
か
ら
に
今
年
も
漬
け
て
送
ら
ん
と
梅
雨
の
晴
間

　
　
　
に
梅
実
椀
ぎ
ゆ
／
・
、
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

　
　
　
椿
散
る
き
ざ
は
し
踏
み
て
あ
さ
霧
の
八
幡
神
社
の
し

　
　
　
じ
ま
を
の
ぼ
る
　
　
　
　
　
　
若
桑
謙
一

　
　
　
う
し
ろ
髪
引
か
る
る
思
い
に
通
り
過
ぐ
子
等
の
住
む

｝
　
　
町
を
車
窓
に
見
つ
つ
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

ぴ

「

の
花
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

亡
き
夫
と
歩
み
し
山
の
路
筋
に
ほ
た
る
袋
の
臼
く
ゆ

れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

過
ぎ
し
日
の
娘
ら
と
の
く
ら
し
を
な
つ
か
し
む
夕
べ

ほ
の
ぼ
の
紫
陽
花
咲
き
ぬ
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

工
事
場
の
騒
音
止
み
て
静
ま
り
ぬ
遠
く
に
聞
こ
ゆ
郭

公
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

朝
露
を
は
ら
い
て
畦
に
草
刈
れ
ば
野
芹
の
強
き
香
り

漂
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
橘

気
負
い
つ
つ
生
き
続
け
た
る
我
な
る
も
今
は
静
か
に

茶
を
ば
た
し
な
む
　
　
　
　
　
　
八
島
青
蘭

読
む
こ
と
も
あ
ら
む
と
思
ひ
若
き
日
に
読
み
た
る
本

を
箱
に
戻
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

初
な
り
の
苺
見
せ
む
と
老
夫
は
は
ず
み
し
声
に
わ
れ

を
呼
び
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

お但

壇

鈴
木
貞
二
選

祭
り
済
め
ば
帰
り
行
く
子
や
合
歓
の
花
佐
藤
周
子

ゆ
す
ら
梅
ル
ビ
ー
の
如
く
熟
れ
き
っ
て
　
高
橋
和
歌
子

禿
山
を
下
り
て
青
田
の
一
色
に
　
　
　
　
草
野
美
沙

二
階
の
戸
開
け
れ
ば
匂
ふ
栗
の
花
　
　
　
岡
崎
澄
子

鍋
島
の
旅
の
一
夜
の
短
か
か
り
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

長
梅
雨
に
濁
る
こ
と
な
き
沢
の
水
　
　
　
佐
藤
善
夫

花
心
ま
で
黄
一
色
の
月
見
草
　
　
　
　
鈴
木
民
子

雷
雨
止
み
郭
公
の
声
を
ち
こ
ち
に
　
　
　
近
内
キ
ヨ

お
だ
や
か
に
田
の
面
暮
れ
ゆ
き
蛍
と
ぶ
　
川
村
静
江

梅
雨
晴
や
腰
に
揺
れ
る
る
万
歩
計
　
　
　
大
庭
良
子

雨
冷
に
お
く
れ
紫
陽
花
ま
だ
畔
、
か
ず
　
阿
部
み
さ
子

万
緑
の
山
迫
り
く
る
バ
ス
の
旅
　
　
　
　
石
沢
敏
子

栗
の
花
夕
風
立
ち
て
匂
ひ
け
り
　
　
　
　
太
田
敏
．
＋

梅
の
実
を
漬
け
て
夫
々
H
付
書
（
　
　
　
鈴
木
い
く

堰
落
ち
る
水
の
し
ぶ
き
や
葛
の
花
　
　
　
遠
藤
省
三

せ
み
の
声
時
計
代
り
に
覚
さ
る
る
　
　
佐
藤
き
よ
子

つ
ば
広
き
老
女
モ
ダ
ン
な
夏
帽
子
　
高
子
た
ち
ば
な

〇
九
月
句
会
は
沙
魚
釣
、
り
ん
と
う
、
野
分
、
尾
月

二
十
三
日
㈹
一
時
中
央
公
民
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
．
．

”



■白石市職員（保健婦）募集

〉募集人員　保健婦2名（女子）

レ応募資格　昭和25年4月2日以

　降の出生者で保健婦の資格を有

　する者または昭和60年3月31日

　までに資格を取得見込の者で通

勤可能な者。

〉申込方法　市役所秘書企画課人

　事係あて履歴書を送付してくだ

　さいQ

〉選考　論文試験並びに面接（人

物調査）

〉選考日　昭和59年11月初旬

〉その他　応募、その他詳細にっ

　いては、秘書企画課人事係（岱

　02242（5尼111内線326）へお問い

　合わせください。

■料理教室募集
〉日時9月14日（金｝午前10時～12時

＞場所　働く婦人の家

〉内容　精進料理

レ講師　畠っね先生

》募集人員　30名（定員になり次

　第締切らせていただきます）

〉材料費実費個人負担

※詳しくは婦人の家佃5－5095まで。

■仙南地域広域行政事務

　組合職員募集
レ職種と採用予定人員

　化学一男子若干名

　消防一男子若干名

〉受験資格

　〔化学〕昭和37年4月2日から

　昭和42年4月1日までに生まれ

　た者で高等学校（化学科に限る）

　を卒業した者または卒業見込の

　者（短大を除く〉。

　〔消防〕昭和39年4月2日から

　昭和42年4月1日までに生まれ

　た者で高等学校を卒業した者ま

　たは卒業見込の者（短大を除く）

1》申し込み受付期間　昭和59年9

　月25日（火）から10月6日（翁まで

〉試験日時及び場所　昭和59年11

　月4日（日）午前10時　角田市役所

　3階大会議室

〉申し込み方法　仙南地域広域行

政事務組合総務課から所定の申

　し込み用紙の交付を受け申し込

　みください。

　詳しくは、仙南地域広域行政事

務組合総務課魯02245一〔2ト26

28へお間い合わせください。

■生活講座受講生募集
　働く婦人の家では、勤労婦人を

対象として各種講座を開講いたし

ますので、みなさんどうぞお誘い

合わせのうえご参加ください。

〉募集期間　昭和59年9月1日～

　9月20日

プログラム　5日問コース

〉対象　市内在住の婦人、在勤婦人

〉定員30名

〉時間　午後6時～8時

〉受講料　無料

〉材料費　実費個人負担

※詳しいことは働く婦人の家費5

－5095へどうぞ。

月　臼

10／2（火）

9（火1

16（火）

23（火）

30（火）

講　　座　　内　　容

野藷rふるさと自石艀ぶ」

料理講座「精進料理」

講演会「健康づくりと薬草について」

手芸講座「パッチワーク・アヒルの壁掛け」

和紙工芸「折機鶴辞讐撫を使用）

働儲槽群響見
　購　　　　師

ねつ畠

日本薬灘響燥島吉

矢内和子
吉見　昭　雄

13

■東北大学開放講座
　東北大学は、10月から放送を通

じて大学開放講座を県内のみなさ

んにお届けします。

〔ラジオ講座〉東北放送〕

◇幼年期（13回）

　10月11日～12月21日毎木曜日

　午後8時より。

〔テレビ講座〉東北放送〕

◇みちのくの仏像と信仰（13回）

　10月6日～12月29日毎土曜日・

　午前6時45分より。

◇よりよいくすりを求めて（13回）

　10月4日～12月27日毎木曜日・

　午後11時40分より。

一受講生募集一

　受講生のみなさんにはテキスト

をおわけし、スクーリングもおこ

ないます。

レ定員　各講座100名ずっ

〉応募条件①高卒以上、または

　これに準ずる方ならどなたでも。

②テキスト教材費として実費を

　納入のこと（2，500円前後の予

　定）

〉重複受講　3つの講座を同時に

　受講することはできませんが、

　テレビ講座、ラジオ講座それぞ

　れ一っずっを重複して受講する

　ことができます。

＞申込方法　希望する講座名を明

　記して、簡単な履歴書1通に70

　円切手を同封のうえお申し込み

　ください。（9月20日まで）

くあて先・間い合わせ先＞

〒980仙台市川内　東北大学教育

学部教育開放センター　何仙台22

－1800内線2641　または63－6430

（直通）

公民館だより

■料理講座受講生募集
　っくるよろこびを味わい、生活

に潤いとリズムを持たせ、栄養管

理学について素養を積むため次に

より講座を開設しますので、お申

し込みください。

〉期間　昭和59年10月～60年3月

　毎月第1、第3金曜日午前9時

　30分～12時

〉場所　白石市中央公民館

〉対象　市民30名

レ受講料　月額1，000円（ほかに材

　料代1回にっき500円）

レ申込み　9月17日まで中央公民

　館（智4－5377、6－2453）へ

　お申し込みください。

白石市健康まつり球技大会

　　　　☆ソフトボール☆

0 7
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沢
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鷹
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位
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三
〃

優
準
第

■秋の自然に親しむ

　　　少年のつどい
　さわやかな秋晴れのもと、自然

の中で楽しい活動を通して友情を

深め、野外活動の知識と技術を習

得しながら、健康の増進を図る目

的で開催します。

〉日時　10月7日旧〉雨天中止

1〉集合場所及び時間　白石駅前バ

　スターミナル。9日寺

〉場所　白石市青少年の家（小原

　小久保平）

〉募集対象者　白石市に住む小学

　校5年生、6年生⇒50名

〉主催　白石市中央公民館、白石

　市教育委員会。

〉申込み　各学校へ直接申し込み

　ください。

　　○図書館○
■「手づくり絵本』作品募集

　　　　（宮城県図書館外主催〉

　ことしも、世界でたった一冊“あ

なたの手づくり絵本”を募集してい

ます。作者は9月14日（金まで市図

書館へ。

　詳しくは、市図書館岱6－3004

までお問い合わせください。

■特別休館日のお知らせ
　館内の整理とばく書（本の虫干

し）のため9月29日（ガ（月末休館

日）、10月1日（月）～10月10日（オOまで

お休みします。

　9月、10月の特集コーナー

☆新しい発見をさがして、

　　　この秋、あなたも

　　　　“旅“に出てみませんか！

　日本列島もやがて美しい紅葉の

季節を迎えます。お友達同士、ご

家族連れ、職場の同僚、あるいは

おひとり？で‘‘旅”を楽しむ数々

の本を揃えてみました。雑誌・旅

の特集、ブルーガイド（日本・海

外）、写真集・旅の百科（日本・海

外）、ロードマップなど。計画から

実行まで、あなたのお手伝いをい

たします。

　“旅”を楽しむ時は、ぜひ一度

図書館の“旅”コーナーヘ。

　子どもたちにも“新しい発見の

楽しい旅の本”たくさん揃えてい

ます。旅行記、風土記、地理の本

などご利用ください。

　暮らしのコーナー好評特集中

　暮らしに役立つ本、いろいろ

ご利用ください。
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布覆班の所在地マ．

禽；嬢宿穿桜屡路35、

／〒9細ゑ、麿52瓢糠）

・国民年金1
現況届の提出をお忘れなく〆

　　　　“期限は誕生月の末日”

　国民年金の老齢年金・通算老齢

年金を受けている方は、毎年1回

誕生目の末日までに「国民年金受

給権者現況届」を提出することに

なっています。

　この現況届は、受給者の方がひ

きつづいて年金を受けられるかど

うか、住所、氏名等を確認する大

切な手続きです。もし、提出を忘

れたり、遅れたりしますと、年金

の支払いが差し止められることが

ありますので、ご注意ください。

　現況届の用紙（ハガキ）は、毎

年受給者の誕生月の初めに、社会

保険庁から直接本人あてに送付す

ることになっていますので、用紙

が届きましたら、必要事項を記入

のうえ市長の証明を受け、すみや

かに社会保険庁へ返送してくださ

いo

　なお、年金を受けるようになっ

て1年以内の方は、現況届の提出

は必要ありません。

　詳しくは市民課国民年金係まで

おたずねください。

　乳幼児、重度心身障害者

　及び母子家庭医療費受給

　者証の更新について

　皆さんが現在使用している乳幼

児、重度心身障害者及び母子家庭

医療費受給者証の有効期間は、昭

和59年9月30日までとなっており

ますので、次により更新手続きを

レ手続きの日程

してください。

〉手続きに必要なもの　①印鑑、

　②現在使用中の乳幼児、重度心

　身障害者及び母子家庭医療費受

　給者証、（釧建康保険証（国民健

　康保険、もしくは社会保険証）

　④源泉徴収票（58年分）

地区名

越河
斎　川

白　川

大鷹沢

福岡
大　平

小原
自　百

目

9月201H木1

9月21円〔金1

9月25日（火）

9月26日（オく1

時

9：00～12：00

13：00～16：00

9：00～12：00

13：00～16：00

9：00～16：00

9　：00～12：00

13：00～16：00

9：00～16：00

場　　　所

越　河　公　民　館

斎川公民館
白川公民館
大晦沢公民館

福岡公民館
大平公民館
小原公民館
r杯f隻戸斤弔二会言義室

　　　（ワF）
（

滝．ヒ・滝下行政区は除く

滝上・滝下行政区を含む

15

管選白
　白石市長選挙（10月28日投票）

　8月20日開催きれた自石市選挙

管理委員会で、白石市長選挙の日

程が次のように決定されましたの

で、お知らせします。

＞選挙期日の告示日

　　　　昭和59年10月21日（日）

〉投票日　昭和59年10月28日（日）

衛生課1
環境衛生週間9月21日～27日

　　みんなの手で

　　　きれいな川を守りましょう

　私達の街や村を流れる川は、ふ

る里の自然としてのみでなく水は

飲み水や炊事に利用してきました。

　しかし、日常生活の中で大切に

守られてきた川も上水道が普及し

生活の中から川への依存度が簿れ、

安易な排出先として汚してしまっ

てはいないでしょうか。その結果

生活環境の悪化、水稲の青立ち、

養魚などにも大きな影響がでてい

ます。

　それは私達一人ひとりが被害者

であると同時に加害者にもなって

いるのです。

　お互いに次のことに注意し美し

い川にしましょう。

◎・ごみを川に流さない。

ゆ調理くずや食べ残しま、そのま

　ま流さず’に、ごみとして処理す

　るこ、

・専洗剤は無リンのものを使用する

ゆ家庭雑排水は沈澱槽などで処理

　し排出する。

㍗
　
ふ

第7回白石市交通安全市民大会
　　9月30日（日）午前10時市民会館大ホール

秋の全国交通安全運動一9月21～30日

I目呵I 国FI目III噌IIロ IllIll醒1日II圏lll” 一

官公庁だより
II　I一噌II”一1咽II國II鯉II層IIll；”IIII －llI

L坐斎講．
　マfホームを持ったときには、

通常、売買契約書や所有潅移転登

記などの際に印紙税や登録免許税、

不動産取得税がかかります，⊃また

一定の要件に該当した場含には、

入居した年から3年間、所得税の

住宅取得控除が受けられます，，

　詳しくは、景寄りの税務署や税

務相談室にお尋ね・ください。

L箋慧講。，．

〉応募手続　入学願書は、白石高

　等技術専門校（白石市緑が丘1

　－5）智5－2444で交付します

　ので、関係書類を添え提出して

　1ださい。

、・養成訓練

○経理事務課（高卒以上対象）

Q自動車整備科〔義務教育修丁者）

Q建’築科〔義務教育修了者）

　定員苔科20へ

　・能力再開完訓練

0フ“ロ　ノ　ケ建築矛斗　（ゴ三に車云珂哉を希

　望する方1

　定輿2u人

　　わ1、くは、白石高等技術專門

校並びに最寄りの職業安定所にお

間い台わせ1ださ1、㌧

■10月各種講習受講者募集

　初心者の方、これから基本を覚

えたい方、資格取得のための知識

としたい方が対象です。

〔2級技能士訓練コース〕

〉金属プレス加工科

〉建設機械整備科

〔技能向上訓練コース〕

〉機†戒加工孝斗（方芭盤加工7去）

レ建築士基礎講座（建築構造1

〉住まいの設計入門

〉金属塗装の基本

〉建築外部の塗装

レ金属工作基本作業

くその他40コース＞

※講習日程・申し込み・受講料な

どの詳細については、宮城技能開

発センター開発援助課何02226一
〔21一一2254まで’，：

　　　食虜

層禽．・
全国下水道促進テー

　　　9月10日

　求人は退職自衛官

　　　仙台無料職業紹介所で

　同所は停年退職自衛官のへ材銀

行です。紹介料等の経費は、無料。

ぜひご活用ください。

　言羊して1よ、費0222－198』7664！＼

と㌔うぞ』⊂、

幽
儲
け たい商法にご用心！

　内耳哉に信蕎かりますよ！ノ有利なf士

事です〃とのふれこみで、いろい

ろなものが売られています。

　〈自動販売機〉

　「お宅は場所が良く、売れるか

ら、置かしてくれさえすればいい

から」と言って、清涼飲料水など

の自動販売機の契約を勧めるもの

です。収入を期侍して購入したの

に商品は売れず、結局、販売機の

月賦代金と電気料金の高負担に泣

く例が多いようです。

　く宛名書きの内職＞

　月収○万円との広告を見て申込

金（八千円1を送った後、届いた

資料ではじめて簡単なものでない

ことがわかる仕組になっています。

宛先のリストを探したり、発送費

も自己負担といった具合で、結局、

儲かるのは業者です。

　契約ほ慎圭た亡ま亡よろ。契約

は口約束でも成立する大切なもの

です。自分にとって本当に必要な

ものなのか、家族はどうなのか、

よく相談し検討しましょうウ

　「今逃したら、チャンスはない」

など、契約をせかされたらご用心。

欲を，士1さないことでテ。また、せ

っか1来てくれたんだから一とい

った妙なへ情は間違いのもとです。

きっはりと断わる態度もノく切でし

よつ、⊃

　契約などでお困りの方は、消費

生沽相談室岱151－2111内線127番

にご相談ください。

プ4



勲廠醜級華

　　　　　　　農鱒

躍・、｛づ，緊璽義

　　　　　　　監，＼

肥　 ガ　　　亀
　　　　ひと休み運動

　8月11日国道4号線白石インタ
ーで「ひと休み運動」が行われま
した。ドライバーには，冷たいお
しぼりとシートベルト着用のチラ
シを配り安全運転を呼びかけまし

休日急患当番医
月　日

9／2

9
15
16
23
24
30

内 科

大沼医院（5〉2502

広瀬医院（5）0238
三矛甫クリニック（5〉6854

琶医院（5〉2410
加藤（司）医院（5〉2001

引地医院（5〉2036

柿崎医院（5〉2210

外　　科

刈田病院（5）2145
堤　　医　　院（511181

斎藤医院（5）1222
メU　田　　病　院（5）2145

朝　倉　病　院（5）2101

銭谷医院（5）2010

宮城医院（5）2062

・た。地区安全協会自石支部，臼石
市交通安全母の会の主催。

　｛「

　　1熟マ
　　

　　　　　ド　　　　　　コ

　　　　　5

　　　　一

　　　｛　　　、
　　　　疑

酒1 『
、

駕

　電気使用安全キャンペーン

　8月20日，仙南電気事業協同組
合，理事長熊谷勝さん等一行が一
般家庭を主軸に電気使用の安全に
関する啓蒙を行う主旨のキャンペ
ーンのメッセージを携さえ，市役
戸斤を訪れました。一行は，8月を

啓蒙の月として実施しております。

ロ

踊 辱

　　　チビッコの大会

　去る7月29日，第二小学校グラ
ンドで子ども会ソフトボー，レの予

選会が繰り広げられました。大会

では，男女の子どもたちがプレ
ーに汗を流し，応援にかけっけた
お父さん，お母さんからさかんな
声援がおくられ，にぎやかでした。

※都合により変更になる場合もあります。

　　　　　定例相 談 （9月分）

季目談区分

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　回
サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

相談日

17

17

17

5・25

4・18

14

17

　
売
金

17

月
木

　
週
・

　
と
母
水

リオン5・18

トウホク25

12、
！ホニ

17

17

10

時　間

10：00～

　15：00

10＝00～

　15：00

10＝00～
　15＝00

10言00～
　12＝00

10＝00～

　13＝00

9：30～

　15：00

10＝00～

　16＝00

10：00～

　15：00

13：00～
　14：00

10＝00～
　12：00

10＝00～
　11：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15＝00

10：00～

　15＝00

場　　駈

自石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2階相談室
健康センター

2階相談室

臼石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

臼石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

自石市役所

4階会議室

所
室

役
議

市
舞

石
三

白
第

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

所
て
希

役
い
や

ど
つ
と

な
に
こ

市
事
る

、
仕
い

県
う
て

や
行
つ
等

国
の
困
望

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等

■人口の動き　8月1日現在人口42，490人男20，754人女21，736人世帯l　I，498戸 16


